


オリジナルノートの中面：B2B向けブランド中面レイアウトガイド

Details
要点： オリジナルノートの中面とは、ロゴ入りのヘッダーやフッター、罫線・ドット・方眼のフォーマット、会議用やプランナー用のテンプレート、さらに任意のページ番号やミシン目など、
お客様独自のレイアウトで印刷した中面のことです。中面のデザイン数、インキ色数、後加工の工程が少ないほど、印刷コストと最小発注数量は低く抑えられる傾向があります。

最終更新日：2026年10月21日 · 読了時間：約11分

企業向けノートの企画は、表紙から始まり、中面は後回しにされがちです。しかし、それでは優先順位が逆です。表紙が見られるのは一度きりですが、オリジナルノートの中面は、書くたび
に目に入ります。本ガイドでは、新人研修キット、カンファレンス、研修プログラム、顧客向けギフトに向けた中面の設計方法と、レイアウトの各判断が見積りにどう影響するかを解説しま
す。

中面が決める、ブランドノートが使われるかどうか
課題： 表紙がきれいに印刷されていても、中面が用途に合っていなければ、ノートは使われません。全ページにロゴを入れると、書き込みスペースが狭くなります。日付入りのプランナー罫
は、すぐに古くなります。誰も記入しない項目が並ぶ会議テンプレートは、ページが半分余ったように見えます。いずれの場合も、ノートは引き出しにしまわれ、ブランド印象も一緒に消え
てしまいます。

悩み： 販促品に対するバイヤーの期待が高まっている今、この点はいっそう重要です。PPAIの調査によると、ディストリビューターの65%、サプライヤーの64%が、エコフレンド
リー製品への消費者の関心が大きく高まったと回答しており、同協会は エコフレンドリー製品とカスタマイズが[1] 新製品ラインアップを席巻する見通しだと述べています。若い世代の受け
手は、さらに高い基準を持っています。PPAIの消費者調査では、Z世代の回答者の68%が、ブランドグッズはブランドの見方に好影響を与えると答え、89%がサステナビリティを
重視すると答えました（Z世代に販促品が響く理由[2]）。誰にも使われないノートは、そうした印象づくりに何の役にも立ちません。

解決策： 中面は、まず実用の面、次にブランドの面として捉えることです。PPAIとASIの共同調査は、この原則を次のようにまとめています。「ある品物が人々の日常に居場所を得たと
き、それは広告のようには感じられなくなり、むしろ実用品のように機能し始める」（PPAI・ASI共同調査[3]）。以下では、そうした中面の作り方と、各選択にかかる費用を解説します。
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オリジナルノートの中面とは？
オリジナルノートの中面とは、既製のパターンではなく、発注者が指定したレイアウトで印刷された内側の用紙（本文ブロックとも呼ばれます）のことです。中面は4つの層で考えると整理
しやすく、各層にそれぞれ固有の製造工程が加わります。

ベースパターン： 筆記用のパターンで、罫線、ドット方眼、方眼、または無地から選べます。
ブランド層： ロゴ入りのヘッダーやフッター、コーナーマーク、タグライン、薄い地色など。
構成層： 会議メモ、週間プランナー、チェックリスト、イベント用アジェンダなどのテンプレート。
機能層： ページ番号、切り取り用のミシン目、受け取る人の名前などのバリアブルデータ。

https://www.ppai.org/media-hub/ppai-research-eco-friendly-customization-dominate-promos-new-product-offerings/
https://www.ppai.org/media-hub/ppai-consumer-study-why-promo-clicks-with-gen-z/
https://www.ppai.org/media-hub/joint-ppai-asi-study-finds-promo-among-the-lowest-carbon-impact-advertising-channels/


製本方法によって、これらの層の配置のしかたが変わります。中綴じのノートでは、折り丁を重ね、背の折り目をホチキスで留めます。折り丁ごとに4ページが得られるため、総ページ数
は4の倍数で増えます。このため、2ページ目と最後から二番目のページは、同じ一枚の用紙に印刷されます。十枚分の罫線ページの後に会議テンプレートのブロックを続けるといったセク
ションの切り替えを入れたい場合は、折り丁単位で計画してください。そうしないと、印刷会社が面付け（印刷用紙上でのページの配置）を組み直すことになります。当社の 中綴じ製本のク
ラフト板紙ノート はこの構成になっており、サイズ、用紙、表紙の仕様は商品ページで説明しています。本記事では中面のレイアウトだけを扱います。

市場は、中面の計画だけで独立した指示書を作る価値があるほどの規模です。米国の販促品の売上高は約$26.09十億（2023年）に達し、そのうちサステナブル製品は約$3.09十
億、構成比は12.2%でした（出典： PPAI 2023 業界売上レポート[4]）。これらの数値はノートに限らず、販促品全体を対象としています。

カスタム中面を設計する六つのステップ

ステップ1：中面に求められる役割を定義する

まず、誰がノートに書くのか、どこで書くのか、どのくらいの期間使うのかを整理します。カンファレンスの参加者に必要なのは、数日分のセッションメモです。新入社員は、何か月分もの
個別面談にノートを使うかもしれません。現場チームには、切り取って手渡せるページが必要かもしれません。また、文具は他のグッズとも注目を奪い合います。PPAIが3,000
U.S.を超える消費者（年齢は16–60）を対象に実施した調査では、全年齢層で衣料品が首位となり、文具は首位ではありませんでした（PPAIエンドバイヤー詳細分析[5]）。ノート
は実用性によって居場所を得るものです。そのため、フォーマットを選ぶ前に、主な用途を一文で書き出してください。

ステップ2：ベースパターンを選ぶ

パターンは作業内容に合わせて選びます。罫線ページは、文章、議事録、研修メモに向いています。ドット方眼は、リスト、スケッチ、簡単な図などが混在する内容に向いています。ドット
が書く位置の目安になりつつ、行に縛られないためです。方眼は、エンジニアリング、デザイン、データを多く扱うチームに向いています。無地は、クリエイティブなワークショップやスケッ
チに向いています。受け取る人の職種がさまざまなら、ドット方眼が最も中立的な選択肢です。

ステップ3：ブランド層は邪魔にならない位置に置く

ロゴは書き込み領域ではなく余白に配置します。上部のヘッダー帯や下部の小さなフッターマークなら、書き込みスペースを削らずにブランドを見せられます。ペンのインクが読みやすいま
ま保たれるよう、薄い単色または薄い地色で印刷してください。原色そのままの濃さのロゴを全ページに入れると、メモが雑然として見えます。最初と最後のページにだけフルサイズのロゴ
を印刷し、その間のページには小さなマークを使うチームも多くあります。アートワークを承認する前に、校正刷りでブランド層の見え方を確認してください。商品ページでは、次の工程を
解説しています： アートワーク確認とサンプル作成の工程.

https://jp.zigpac.com/custom-notebooks/custom-kraft-paperboard-saddle-stitched-notebooks.html
https://jp.zigpac.com/custom-notebooks/custom-kraft-paperboard-saddle-stitched-notebooks.html
https://flipbook.ppai.org/2024-04-01
https://www.ppai.org/media-hub/understanding-end-buyers-2024-industry-deep-dives/
https://jp.zigpac.com/custom-notebooks/custom-kraft-paperboard-saddle-stitched-notebooks.html


ステップ4：テンプレートの採用と組み合わせ方を決める

テンプレートは、受け取る人が記入して初めて役に立ちます。会議テンプレートは、日付、出席者、メモ、アクション項目の三つか四つの項目に絞ると使いやすくなります。プランナーのペー
ジは日付を入れず、日付欄を空欄にしておくと、いつ配布しても使えます。イベント用ノートなら、冒頭にアジェンダの見開きや会場マップを入れ、その後に通常のページを続けることもで
きます。テンプレートが増えるごとに、段取りが必要なデザインが一つ増えます。そのため、多くのプログラムでは、一つのデザインの繰り返しか、折り丁単位のブロックに配置した二つの
デザインにとどめています。これは、上の定義で説明したとおりです。

ステップ5：ページ番号やミシン目は、特定の業務フローがある場合に限って加える

ページ番号は、実験ノート、コンプライアンス記録、監査証跡、人が引用する会議記録など、記載内容を追跡できる必要がある場合に役立ちます。連番を印刷する工程が追加されます。ミシ



ン目は、フィードバック用紙、配布資料、返信カードなど、ページをノートから外す場合に役立ちます。後加工の工程が一つ増えます。ミシン目のあるページを切り取ると切り残しが出て、
中綴じの冊子では、同じ折り丁の反対側の葉は折り目でつながったままになります。ミシン目の線がホチキスに対してどこに入るのか、サプライヤーに確認してください。どちらのオプショ
ンもコストが増えるため、それが支える業務フローを具体的に挙げられる場合にだけ採用してください。

ステップ6：見積り用にページマップを作成する

漠然とした説明ではなく、ページマップを送ってください。各ページのデザイン、それを使うページ数、並び順での位置、インク色数、ページ番号・ミシン目・バリアブルデータの有無を記
載します。たとえば「1–2ページ：ウェルカム見開き、2色／3–30ページ：ドット方眼とフッターマーク、1色／31–32ページ：連絡先ページ」のように書けば、サプライヤーは
最初から正確に見積れます。仕様書のそのほかの項目（サイズ、用紙、表紙の仕上げ、梱包など）は、次のガイドで解説しています： カスタム厚紙ノート仕様ガイド.

罫線・ドット・方眼・テンプレート中面の比較
下の表は、一般的なカスタムノートの中面フォーマットを、用途と製造への影響の観点から比較したものです。「相対的な段取り量」は、単色の繰り返しページと比べて、そのフォーマット
がプリプレスと印刷でどれだけ作業を増やすかを示しています。価格ではありません。

フォーマット 適した用途 インキ被覆量 相対的な段取り量 注意点

無地 ワークショップ、スケッチ、クリエイティブ系ブラン
ド

なし、またはブラン
ドマークのみ 最も低い ブランド層がないと味気なく見えることがある

罫線 研修、議事録、一般的な事務メモ 少ない 低い 罫線が濃すぎると手書きの文字と競合する

ドット方眼 職種が混在するチーム、リスト、図 ごく少ない 低い ごく薄いドットは、色付きの用紙では見えなくなることがあ
る

方眼 エンジニアリング、デザイン、データ作業 中程度 低い〜中程度 目の細かい方眼は、書いたメモを目で追いにくくする

会議テンプレート クライアント対応チーム、プロジェクトリーダー 中程度 中程度（デザインが一つ
増える） 項目が多すぎると、半分空いたページが残る

日付なしプランナー 新人研修、長期プログラム 中程度〜多め 中程度〜高め 日付入りの版は、配布前に古くなってしまう
複数セクション混在 アジェンダとメモを組み合わせたイベントキット 変動する 高め（複数のデザイン） セクションの切り替えは折り丁に合わせる必要がある

パターンの密度と用紙の品質は互いに影響します。独立したレビュアーの検証では、きちんと作られた低価格のノートでも、インクを多く使う書き方に耐えられることが確認されています。
ある万年筆レビュアーは、手作りのオリジナルノートについて「裏写りはほとんどなく、裏抜けはまったくなかった」と報告しています（UK Fountain Pensのレビュー[6]).
Notebook Stories[7] は、97セントのジャーナルでも裏抜けがほぼ完全に抑えられたことを確認しています。紙の性能は価格ではなく用紙そのもので決まるため、サンプル作
成の段階で、選んだパターンを実際の用紙で試してください。

オリジナルノートの中面の選択がコストと最小発注数量に与える影響
中面のコストは、インクの量よりも、主に段取りで決まります。デザイン、色、後加工の工程はすべて、最初の良品が刷り上がる前に準備しておく必要があります。この固定的な作業は注文
全体で分担されるため、複雑さが増すと、採算が合う最小数量が上がるのが一般的です。

https://jp.zigpac.com/custom-notebooks/custom-kraft-paperboard-saddle-stitched-notebooks.html
https://ukfountainpens.com/2017/04/08/review-hand-made-notebooks-by-personalised-stationery-co-uk/
https://www.notebookstories.com/2024/09/24/notebook-review-pen-gear-memo-book-and-journal/


コスト要因 コストが増える理由 最小数量への影響 抑えるには

固有の中面デザイン数 デザインごとに専用のプリプレスが必要で、オフセット印刷では専
用の刷版も必要 デザインが増えるごとに上がる 一つのデザインを繰り返し、セクションは二つまでに

抑える

ページごとのインク色数 特色一色は一回の印刷で済み、フルカラー（CMYK）は四色の
プロセスインキを使う

オフセット印刷でフルカラーにす
ると高くなる

中面はブランドカラー一色で印刷し、フルカラーは表
紙にとどめる

バリアブルデータ（名前、ID） ノートごとに内容が異なるため、デジタル印刷が必要 少部数では下がる場合があるが、
単価は高くなる 名前は全ページではなく、1ページにだけ印刷する

ページ番号の付与 連番には、ナンバリングに対応した工程が必要 中程度の増加 追跡性が必要なセクションにだけ番号を付ける

ミシン目 後加工の工程と専用の工具が追加される 中程度の増加 全ページではなく、一つのセクションにだけミシン目
を入れる

インキ被覆が多い（地色、裁
ち落としの全面印刷） インキ量が増え、乾燥時間が延び、裏写りのリスクも高まる わずかな増加 線画と薄い地色を使う

このページでは数量や価格を掲載していません。それらは仕様の全体によって決まるためです。最も有効なのは、二つのパターンで見積りを依頼することです。一つは単一デザイン・1色の
基準案、もう一つは希望のレイアウトです。その差額から、各アップグレードにかかる費用が正確にわかります。商品ページから 両方のパターンの見積りを依頼 できます。

ページのフッターに関して、規制上の注意点が一つあります。「再生紙を使用」などの表示を印刷する場合、米国連邦取引委員会のグリーンガイドでは、廃棄物の流れから回収された素材で
ない限り、再生材使用を謳うのは欺瞞的とみなされます（16 CFR 260.13[8]）。表示を印刷するのは、サプライヤーが裏付けを示せる場合に限ってください。こうした表示への需
要は伸び続けています。PPAIが引用するSAGEのデータでは、ディストリビューターによる「エコフレンドリー」の検索が390%伸びた（対象期間は2017 to 2024）こ
とが示されています（販促品業界のサステナビリティへの歩み[9]).

FAQ
FAQ：同じ注文の中で、ノートの中面を部分ごとに変えられますか？

はい。ほとんどの印刷会社は、同じノートの中で複数の中面デザインを組み合わせられます。たとえば、アジェンダの見開きの後にドット方眼ページを続けることも可能です。中綴じのノー
トでは、面付けを単純にするため、各セクションを折り丁（4ページ構成）の整数枚分で計画してください。デザインを追加するたびに段取りが増えるため、見積りを依頼する際は正確なペー
ジマップを指定してください。

FAQ：ロゴはすべての中面に入れるべきですか？

https://jp.zigpac.com/custom-notebooks/custom-kraft-paperboard-saddle-stitched-notebooks.html
https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-I/subchapter-B/part-260/section-260.13
https://www.ppai.org/media-hub/promos-sustainability-journey/


通常は、フルサイズでは入れません。薄い単色の小さなフッターマークや細いヘッダー帯なら、書き込みスペースを削らずにブランドを見せられます。多くのプログラムでは、フルサイズの
ロゴを最初と最後のページに限定し、歓迎の挨拶と締めくくりのサインとして見せています。

FAQ：受け取る人の名前を入れたオリジナル印刷のジャーナルページは可能ですか？

はい、バリアブルデータ対応のデジタル印刷で可能です。この方式なら、部ごとに内容を変えられます。「このノートの持ち主」ページのような専用ページに名前を印刷する方が、通常は全
ページをパーソナライズするよりコストが抑えられます。見積りでは、単価の差を確認してください。

FAQ：さまざまな職種が混在する企業の利用者には、どのページフォーマットが最適ですか？

ドット方眼です。文章、リスト、スケッチのどれにも同じように対応でき、インキの使用量もごくわずかなので、営業からエンジニアリングまで幅広い職種に向いています。利用者の大半が
長文の会議メモを取る場合は、罫線ページを選んでください。

FAQ：ページ番号やミシン目を入れると、最小発注数量は上がりますか？

通常、段取りと後加工の作業が増えるため、注文が採算に合う数量が上がることがあります。影響は仕様の全体によって決まるので、これらのオプションを付けた場合と付けない場合の両方
で見積りを依頼し、差を確認してください。

FAQ：中面にサステナビリティに関する表示を印刷できますか？

サプライヤーが裏付けを示せる場合に限ります。米国では、16 CFR 260.13が、再生材使用の表示を、廃棄物の流れから実際に回収された素材に限定しています。ロゴや短いタグ
ラインのような中立的なフッターであれば、コンプライアンス上のリスクはありません。

重要ポイント
カスタマイズとエコフレンドリーな訴求が、販促品市場を牽引しています。 — ディストリビューターの65%、サプライヤーの64%が、エコへの関心の高まりを報告して
います（出典)
使いやすい中面が、ブランド印象を守ります。 — Z世代の68%が、ブランドグッズはブランドへの印象に好影響を与えると回答しています（出典)
サステナブルな商品は、市場で無視できない割合を占めています。 — $3.09十億、つまり12.2%が、2023 U.S.の販促品売上に占める割合です（出典)
文具は、注目を獲得しなければなりません。 — 3,000+の消費者を対象とした調査全体で、衣料品が首位でした（出典)
裏抜けを左右するのは、価格ではなく紙質です。 — 97セントのジャーナルでも、裏抜けがほぼ完全に抑えられました（出典)
印刷する再生材使用の表示には、裏付けとなる文書が必要です。 — 16 CFR 260.13の規制を受けます（出典)
バイヤーからのエコ仕様の要望が増えています。 — 「エコフレンドリー」の検索が390%増加しました。期間は2017 to 2024です（出典)

まとめ
優れた中面は、順序立てたいくつかの判断から生まれます。役割を定義し、それに合うベースパターンを選び、ブランドは余白に収め、テンプレートは人が記入する場合にだけ使い、ページ
番号やミシン目は明確な業務フローがある場合にだけ加えます。そのうえで、すべてをページマップにまとめます。デザイン、色、後加工の工程が増えるたびに、注文が吸収しなければなら
ない段取りが増えるため、このマップがコストを左右します。レイアウトが固まったら、表紙と用紙の仕様と組み合わせて、当社の クラフト板紙の表紙を採用したカスタム厚紙ノート につ
いて、基準案と希望案の両方で見積りをご依頼ください。
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